まくので、 わたしたち はまる で 道ば たに 焼 跡が あるよ 

うに、 そして それ を 見なれ てし まっている ように、 自 

覚 という 言葉 を 聞き なれて、 しかも ほんとうの その内 

容を 知らない まま、 ただ 口伝えに 繰返して いると 思い 

ま ^9 

自覚と いう 言葉 を ここに 借りて、 わたしたちの 現実 

の 生きて いる 心 持の 状態 を 調べて みると、 自覚と いう 

言葉 を 充分 知っている 若い 女性た ちが、 生活の 現実で 

は 自覚して いないと いう ギャップが あちらこちらに 見 

られ ます。 これ はわた したち の 受けた 教育の 悲劇です。 

日本の 社会の これまでの しきたりの 悲劇です。 わたし 



でしよう。 

人間が 犬と 猫と でない こと は、 経験 を わたしたちの 

理性の なかに 取り入れて、 そこから 生れる 新しい 判断 

で 新しい 一 歩 を 踏み出せる というと ころに あります。 

「雄々 しい 女性」 という もの は 鉢巻 をした 女性で は あ 

りません。 現実に 対して はっきりと 視線 を 向ける こと 

の 出来る 心 を 持った 女性の ことです。 美し さの 一 つの 

要素に 欠く ことの 出来ない もの は、 雄々 しさです。 わ 

たした ちが 若い 女性と して 美 を 愛するならば 精神の美 

としての 雄々 しさ を 見失う こと は 出来ない と 思います _ 

わたしたちの 眼が ぱっちりと 見 ひらかれないで、 睫が 



やにで 半分 閉 されて いるよう なと き、 その 眼 を 美しく 

する ために 冷たい 水で もって 眼 をお 洗いなさい という 

ような こと を 美容 法で は 忠告して います。 清新な 眼 を 

見 ひらいた 美しい 匂 やかな まなざし を、 わたしたち は 

自分に 持ちたい と 思います。 自覚 は、 生きて ゆき、 建 

設 して ゆく 喜び そのもの にな つ てく る ことが 期待され 

ま ^9 

〔 一 九 四 七 年 五月〕 
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